
共催主催

2022年2月28日（月）
         13:30～17:00

無料

開催日時

※事前申し込みが必要です。

申込締切り…2月21日（月） https://rsmep.hias.hit-u.ac.jp/events/policyforum_220228/

オンライン開催
（Zoom Webinar）

開催場所

参加費 申込方法

講演者

岡室博之
一橋大学社会科学高等研究院

地域・中小企業政策研究センター長
一橋大学大学院経済学研究科教授

冨浦英一
一橋大学大学院
経済学研究科教授

一橋大学大学院
経営管理研究科准教授

宮川大介 植杉威一郎
一橋大学

経済研究所教授

パネリスト
遠藤幹夫…………
菊地康之…………
森川正之…………
植杉威一郎………
関口訓央（司会）…

中小企業庁取引課長

中小企業庁金融課長補佐

一橋大学経済研究所教授・独立行政法人経済産業研究所所長

一橋大学経済研究所教授

中小企業庁小規模企業振興課長

一橋大学社会科学高等研究院 地域・中小企業政策研究センター
令和3年度シンポジウム

2021年度 第４回 一橋大学政策フォーラム

ー 研究と実務の連携を目指して ー

地域の

産業振興政策
中小企業政策

と

使用するオンラインツールは
申込後にお知らせします。

a051558c
取り消し線



お問い合わせ https://rsmep.hias.hit-u.ac.jp/contact/

地域・中小企業政策研究センター（HIAS SME）は2020年春に社会科学高等研究院に設置されました。本センターの目的は、地域・中小企業政策の
高度な実証研究を促進することにあります。特に、本学と経済産業省中小企業庁の連携・協力協定に基づいて、
　（１） 行政課題 ・ ニーズを踏まえた研究
　（２） 各種統計および行政保有データを活用した研究
　（３） 共同研究等を通じた大学と行政の学術交流の推進
を目指します。 このように、 地域経済や地域振興を考慮しつつ、 中小企業に関わるさまざまなミクロデータを駆使して高度な実証研究を行い、
成果を公開・発信するとともに、 地域振興政策を含む中小企業政策の評価と設計に貢献することが、 本センターの使命です。 つまり、 本センター
は地域 ・ 中小企業政策に関する EBPM （Evidence-Based Policy Making ： 実証的証拠に基づく政策立案） の研究拠点です。
本センターでは、 我が国の地域 ・ 中小企業を取り巻く政策課題を的確に把握し、 日本にまだ類例のない地域 ・ 中小企業政策の定量的研究の全
国的な拠点として、 さまざまな研究を進めていきます。

一橋大学社会科学高等研究院 地域・中小企業政策研究センターについて

プログラム

13:30 ～ 13:45 …

13:45 ～ 15:25 …

15:35 ～ 16:55 …

16:55 ～ 17:00 …

開会のあいさつ
大月康弘 （一橋大学社会科学高等研究院長 / 一橋大学副学長）

新居泰人 （中小企業庁次長）

岡室博之 （一橋大学社会科学高等研究院  地域 ・ 中小企業政策研究センター長 / 一橋大学大学院経済学研究科教授）

第 1部　研究報告
報告 1 ： 岡室博之 「中小企業政策の地方分権化 ： 『創業支援事業計画』 認定事業の評価」

報告２ ： 冨浦英一 「産業クラスター政策と企業の取引ネットワーク」

報告３ ： 宮川大介 「設備投資減税の中小企業への因果効果」

報告４ ： 植杉威一郎 「信用保証と政府系金融機関の貸出の効果」

第 2部　パネル討論 「地域 ・ 中小企業政策研究の進化と実務への反映」

＜パネリスト＞
遠藤幹夫 （中小企業庁取引課長）

菊地康之 （中小企業庁金融課長補佐）

森川正之 （一橋大学経済研究所教授 ・ 独立行政法人経済産業研究所所長）

植杉威一郎 （一橋大学経済研究所教授）

＜司会＞
関口訓央 （中小企業庁小規模企業振興課長）

閉会のあいさつ
芳田直樹 （中小企業庁調査室長）

開催趣旨
社会科学高等研究院 地域 ・ 中小企業政策研究センターの設立２周年、 中小企業庁との連携 ・ 協力協定１周年を記念して、
地域の産業振興政策と中小企業政策に関する先端的な実証研究の成果を発表し、 研究成果を政策立案 ・ 実施の現場でどのよ
うに活かせるかを議論する。

地域の産業振興政策と中小企業政策
ー 研究と実務の連携を目指して ー

2021年度 第４回 一橋大学政策フォーラム

一橋大学社会科学高等研究院 地域・中小企業政策研究センター令和3年度シンポジウム

地域の産業振興政策と中小企業政策
ー 研究と実務の連携を目指して ー




